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１．はじめに 

 航路整備事業で発生する浚渫土を有効活用するために，浚渫土から強制的に脱水して製造した機械脱水処

理土の諸特性を求めてきた 1）。本文は，機械脱水処理土土塊群の強度・変形特性を求めるために実施した中

型三軸圧縮試験の結果を報告する。 
２．試料と試験方法 

 機械脱水処理土は，加圧脱水濾過方式である供給圧が 4 MPa の高圧フィルタープレス工法で製造した。

その母材は，新門司沖土砂処分場３工区に堆積していた浚渫土で，その物理的特性は，平均含水比：143 %，

平均土粒子密度：2.63 g/cm3，液性限界：85～97 %であった。また，仮置きした土塊群の粒度は，通過最大

径が 75 mm であった 2）。 
 三軸圧縮試験機は，直径 300 mm・高さ 700 mm の供試体を圧縮できるものを用いた。試験に供した供試

体は，現地試験施工で得られた水中堆積部ならびに陸上施工部の密度（それぞれ，飽和単位体積重量が 14.5，
16.5 kN/m3）2)となるように粒度調整した試料を用い，５層ごとに締め固めて準備した。 
 供試体に通水して飽和させた後，等方圧力を加えて圧密し，圧密が終了した後に排水状態で軸変位を変位

速度 0.08 mm/min（0.1 %/min）程度で供試体に加えた。加えた圧密圧力は，50，150，250 kPa とした。

また，圧密の打切り時間は，3t 法によって決定した。 
３．試験結果 

 図-1に，三軸供試体の圧密終了時の

間隙比を示す。ここに示す間隙比は，

土粒子体積に対する空隙の割合であり，

土塊中の水分も間隙に換算してある。

図中には，試験施工で求めた水中堆積

部相当の試料ならびに陸上施工部から

採取した試料の一次元圧縮試験ならび

に現場密度試験の結果 2)も示している。

なお，横軸の圧密圧力は上載圧として

整理してある。 
 水中堆積部相当の試料は，見かけの

圧密降伏応力が 10 kPa 程度であり，

与えた圧密荷重では正規圧密領域とみ

なせる。一方，陸上施工部試料では，加えた圧密圧力は見かけの圧密降伏応力よりも小さく，過圧密状態に

あることがわかる。等方圧密が完了した時点では，上載圧と間隙比の関係は，一次元状態で求めた圧密圧力

と間隙比の関係とほぼ一致した。 
 図-2は，密度調整した供試体の軸圧縮時の軸差応力と体積ひずみの関係である。両試料を比較すると，作

製時の密度が高い陸上施工部試料の軸差応力は，同じ圧力下の水中堆積相当試料のそれよりも 1.5 倍程度大

きいことがわかる。同じ圧密圧力下での軸ひずみ～軸差応力曲線の立上り方（初期勾配）は，高密度の陸上

施工部試料が大きい。図-3 に，E50とそれを求めたときの軸ひずみの関係を示す。図中の凡例には，初期接
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図-1 圧密過程における三軸供試体の状態変化と一次元圧縮試験の結果
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線勾配も示してある。高密度

で，圧密圧力が大きいほど，

初期接線勾配は大きく，E50

も大きい。E50 を求めたとき

のひずみは高密度であれば小

さいことも特徴となっている。 
両試料とも，せん断にとも

ない体積は圧縮された。その

程度は，高密度の陸上施工部

試料の方が小さく，体積ひず

みは 1 %程度であった。低密

度の水中堆積相当試料では，

圧密圧力に応じて生じる体積

ひずみ量が異なっていること

もわかる。 
 図-4に，最大軸差応力とそ

のときの平均有効応力の関係

を示す。図-1 に示すように，

低密度の水中堆積部相当試料

の状態は正規圧密状態に近い

とみなせるが，拘束圧がゼロ

のときの軸差応力が無視でき

る値ではないことがわかる。一方，高密度の陸上施工試料

は，過圧密領域にあるとみなせ，それが大きな粘着力成分

を有する破壊線を示した理由のひとつと考えられる。なお，

両供試体の破壊線の傾きはほとんど変わっていないことも

認められるが，高密度の供試体に対して正規圧密領域とみ

なせる圧密圧力を加えた試験結果を踏まえて，機械脱水処

理土の破壊線を特徴つけることが必要と思われ，今後の課

題と考えている。 
４．まとめ 

 高度な変形解析を行う際に必要となる変形係数を求め

るために，機械脱水処理土土塊群に対する一連の三軸圧

縮試験を行った。その結果，以下の知見を得た。 
1) 供試体の密度により，見かけ圧密降伏応力が異なる。 
2) 圧縮強度は，供試体密度，圧密圧力に依存する。 
3) 応力～ひずみ関係は密度に依存し，高密度になるほ

ど変形係数は高くなる。 
4) 破壊基準線も密度に依存し，高密度ほど上位に位置

する。 
参考文献 
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図-2 機械脱水処理土土塊群の圧縮ひずみと軸差応力の関係 

図-3 E50とそのときの軸ひずみの関係 

図-4 圧密排水試験の有効応力経路と破壊基準線

(a) 水中堆積部相当試料 

(b) 陸上施工部相当試料 
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